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＜連絡事項＞

· 6/2　17：30よりメモリアルホール３階にて本採用試験あり。

· 組織図各自確認すること。

· 全体会議のスクリプト担当になった際には、所定の手順に従って行い、確認を受ける際には作成したものを印刷して確認を受けること。

　　

＜外来情報＞

· 秋山　和子様　～診察時、トイレに行きたいとすぐに席を立たれる。

· 溝越　キク様　～血圧高値見られているが、本日は血圧126／80mmHgと安定している。

· 淡路　智恵子様～採血の結果、コレステロール高値見られている。油分の多いものを控えるように
　　　　　　　　と主治医より助言あり。

· 田名部　浩平様～母様と一緒に来られる。診察時、１輪の花を持って来られ「デイケアに飾る」と　

話されている。

· 神山　和典様　～他メンバーとの金銭のやりとりについて、主治医から金銭のやりとりをしないよ
　　　　　　　　う注意している。また、ナイトケア利用日（週３日）を守るよう声掛けしている。

· 横山　耕生様　～青山荘より自宅へ外出していたため、火曜日の定期診察を水曜日に変更している。
　　　　　　　　本人は「調子が良くない。パニック症状、幻聴が強くなり動悸がして、いてもた
　　　　　　　　ってもいられない。喫煙後、幻聴が酷くなる」と話される。処方変更はなく、次
　　　　　　　　週火曜日の受診まで１週間様子観察としている。主治医より、禁煙を勧めており、
　　　　　　　　禁煙外来を紹介している。

＜利用者情報＞

· 松永　勘五郎様（58）　統合失調症　ナイトケア利用中

○青明舎から情報

現在、昼食は青明舎での食事サービスは受けておらず、パンを購入したり、時々弁当を購入するとのこと。前年、夏場になると昼食を摂らなくなり、体調を崩していた。今年も体調を崩すことが予想される。先週姉様には、電話にて現在の本人の様子と、今後体調を崩すようであればグループホームには入所できないことを伝えている。本日の訪問で、食事サービスの再開を促しているが、拒否され

体重が５０Kg以下になった時には、食事サービスを再開するという事でとりあえず納得している。
⇒ナイトケアでは、毎週月曜日のミーティング後、体重測定し様子を観察していく。定期的に各関係機関と連絡を取り情報提供する。

＜プログラム検討会＞

◎納涼会

目的について検討（デイケア・デイナイトケア）

· 季節感を味わう

· 楽しみの場、交流の場の提供

· 責任感の育成と全員が参加しているという一体感・連帯感を味わう。

· 作業能率の向上

※一昨年までは、スタッフ主導にて納涼会を運営していた。昨年は、一部分に関して（屋台運営）、
　メンバー主体で運営して頂いた。その結果、個々のメンバーが役割を持つことにより、メンバーよ
　り一体感や達成感を感じる事が出来たとの感想を頂いている。今年は、昨年度よりステップアップ
　し屋台と装飾をメンバー主体で運営する形で目標設定を行う。ミーティングやプログラムを通し納
　涼会についてメンバー間で検討する機会を多く設け、スタッフ主導からメンバー主導でのプログラ
　ム運営に移行していけるように進行していく。

＜ミニ勉強会＞

○観察

～自分達の臨床を立ちどまって考えてみよう～

　何を見ていくのか…見えずらい世界をどのように判断するのか、数値では表せない

☆Point☆ 数値で表せない特徴的な疾患

内科、外科は採血やレントゲンなどのデータから判断することが出来る

　　　　　　→客観性に欠けるという特徴

　　　　　　→だからこそ客観的な情報をスタッフ共有し判断を一つにしていくことが必要

○全身の観察○

· 顔　　：表情、化粧

· 頭部　：髪の毛、頭皮

· 口　　：周囲の異常、会話、食事摂取

· 腹部　：排泄、膨満の有無

· 手　　：手肢、爪

· 足　　：歩行　

· 全体的：体型、体重、皮膚の状態、姿勢、服装

○頭部○

☆Point☆清潔に対する観察と看護が必要

　　　　　↑

　　　　精神症状（感情、行動などの障害）から外界との接触をたつ

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　部屋に閉じこもっている。全ての生活がおっくう

頭髪　　・整髪されているか

・伸び放題になっていないか

・汚れはないか

・清潔が保たれているか

・心因的ストレス

・自傷行為

　　頭皮　　・不潔によりフケ、湿疹が出来やすい←自分自身では見えず意識が薄い所

　　　　　　　→スタッフが毎月の検診で、観ることが必要

○表情○

☆Point☆表情は人間の精神状態の表出である為、その変化をいかに観察し判断するか大切

　感情→表情―　・喜び

・ぼんやり

・硬さ

・冷たさ　　←精神状態の把握

・不安　　　　アプローチの仕方、治療の進み方が判断出来る

・怒り

・明るい

・無表情

疾患ごとに表情の特徴もある

　　統合失調症　　無表情、冷ややかな表情

　　躁病　　　　　まさに楽観的、さわやかな表情

　　うつ病　　　　暗い沈み顔

